
連携 エコプロ

エコプロは毎年12⽉に東京ビッグサイトで開催されている環境配慮型製品・サービス
（エコプロダクツ・エコサービス）に関する⼀般向け展⽰会です．

中部⼤学ESDエコマネーチームは2011年から2019年まで東京ビッグサイトで開催され
たエコプロに出展し、学⽣主体の標準化教室を⾏いました．



エコプロダクツ2011
標準って何- 環境と安全の分野における図記号とラベル

⽇本規格協会と共同出展しました．⾝近にある環境・安全・安⼼・防災の分野の標準について学ぶこと
を⽬的にした展⽰と中部⼤学ESDエコマネーチームで実践している学⽣主体のESD（持続可能な開発の
ための教育）を展⽰しました．製品・サービスを⽤いながら，環境・安全/安⼼/防災の分野の⾝の回り
にある標準について学習する標準化教室を開催するとともに図記号が記載されている製品を陳列し，標
準さがしゲームも⾏いました．



エコプロダクツ2012
もし社⻑だったら - ISO14001(環境マネジメントシステム)

⽇本規格協会と共同出展しました．環境経営に必要なマネジメントシステム，関連規格についての知識
も幅広く組み込まれた⼈⽣ゲーム形式ボードゲームの展⽰を⾏いました．会場ではゲームの実演をした．
来場者が社⻑になり，環境経営をしていき，スタートからゴールまでの過程で，⾃然に環境マネジメン
トシステムを構築しました．

⼩学⽣以上を対象としており，経営者として⾃分の会社の環境マネジメントシステムを構築します．
また関連する環境分野の国際標準を学びました．
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エコプロダクツ2013
会社を守ろう-ISO22301(事業継続マネジメントシステム)

地震が，⽕災が，テロが，情報漏洩が起きた場合など様々なリスクについて知り，会社の
守り⽅を検討するための「会社を守ろう」の実演を⾏いました．来場者は楽しみながら経
営者として⾃社のBCMを構築し，企業経営，環境経営，BCM及び関連分野の国際標準を
学習しました．特に，震度7の地震に備え 1．起きる前に何ができるか 2．起きたとき
に何をしたらいいか 3．起きた後に何をするかを考える機会となりました.



エコプロダクツ2014
責任- ISO26000(社会的責任)

すごろく形式のゲームを楽しみながら，経営者としてどのように⾃分の会社が責任を持って社会関⼼の
⾼い課題(環境，⼈権，労働，コミュニティ，組織，消費者)に応えながら事業活動を⾏うかを学ぶ教材
「責任」を使って標準化教室を開催しました．来場者が課題を1つ選んで⾃分の会社で何をどのように
取り組むと良いかを考えました．⾃らの活動が社会へ与える影響に責任を持ち，社会全体からの要求に
対しての適切な意思決定を学ぶ機会になりました．



エコプロダクツ2015
ものプロ - ISO19001(品質マネジメントシステム)，
もし社⻑だったら-ISO14001(環境マネジメントシステム)

こどもからお年寄りを対象とした2種類の標準化教材の実演を⾏いました．来場者が経営者として⾃社
のマネジメントシステムを構築しました．環境管理や品質管理とは何かをゲームを通じて学習すること
ができ，楽しみながらこどもから⼤⼈まで幅広く学べる教材の実演を⾏いました．企業経営，環境経営，
品質管理及び関連分野の国際標準の学習機会となりました.



エコプロ2016
労働ウオッチ- ISO45001(労働安全衛⽣マネジメントシステム)，
もし社⻑だったら ISO14001(環境マネジメントシステム）

2種類の標準化教材を実演しました．労働では，⾃分の会社で発⽣する労働災害を防ぎ，良い会社だと
思ってもらえるようにカードゲーム形式で勉強しました．社⻑になって，働きやすいと思う職場にする
ためにはどうするか答えたり，⾃分の会社で働く⼈が，労働，安全，衛⽣について満⾜するためにはど
うしたらいいか考えたりしました．

環境:社⻑になってどうしたら周りの環境をよくできるか，会社の製品やサービスが環境とどう関連し，
どう⾏動をするか考えることで，環境問題に⽴ち向かいながら環境と経済のバランスを考えた経営を⾏
いました.



エコプロ2017
エネマス君，エネルギータワーISO50001(エネルギーマネジメントシステム)，
Our Future 私たちの未来 消費者の⾝近な標準

3種類の標準化教材の実演を⾏いました. エネルギーの教材では, エネルギーの管理の仕
⽅とスマート技術の国際標準を学びながら，住みやすいまちを作ったり、社⻑になって⾃
分の会社のエネルギー管理を⾏ったりしました. 実際に参加することでエネルギーの管理
の仕⽅とスマート技術の国際標準を学びました. 消費者教材では⼀⽣を表したボードを
使って遊びながら消費者の⾝近にある標準を学びました. 消費者の⽴場からこんな標準が
あったらいいのにと考えることができました．



エコプロ2018
世界を救え(SDGsと超スマート社会に関する標準化教材），
世界を変えるには(SDGsと持続可能な調達）

2種類の教材を⽤いた実演を⾏いました．SDGsの中で関⼼のある項⽬についての国際標準と関連させ
ながら学ぶ教材です．来場者は教材を通じてSDGsやスマート社会Society5.0とは何で，どう会社で運
営したらいいかを検討しました.

調達の教材では社⻑になり持続可能性を考えながら⾃分の会社で作る製品やサービスに必要な物質等を
他の組織から調達するための戦略や⽅法を考えました.



エコプロ2019
まもるくん: SDGs+リスク管理
⾷プロ: SDGs+⾷品安全管理の教材

まもるくん:来場者は教材体験を通じて，気候変動，台⾵や地震などの災害，製品事故や職場の事故，
セキュリティ，経済の変化等の様々なリスクについてSDGsと関連付けながら，社⻑としてこれら
のリスクにどう対応するかを考えることで，災害や防災に役⽴つ危機管理の⽅法を学習しました．

⾷プロ:⾷の安⼼ 安全とSDGsを学べるボードゲームを実演しました．来場者は⾷品安全の問題や
解決策を経営者として考え，⾷に関するSDGsの課題解決やエシカル消費の実践を意識できました．
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